
尾
上
本
『
万
葉
集
問
目
』
を
論
じ
て
松
坂
の
一
夜
に
及
ぶ

、
、
客
9
昌
岩
。
・
ゲ
g
寓
8
日
昆
口
、
、
鋤
昌
ユ
象
冨
鉾
ω
話
p
。
閃
9
ぎ
巨
8
巻
”
、

千
　
葉
　
真
　
也

は
　
じ
　
め
　
に

　
本
稿
は
、
『
万
葉
集
問
目
』
の
初
度
の
問
答
が
す
べ
て
現
存
す
る
こ
と
を
確
認
し
、
さ
ら
に
『
問
目
』
を
通
し
て
、
本
居
宣
長
と
賀
茂

真
淵
の
た
だ
」
度
の
出
会
い
で
あ
る
、
．
い
わ
ゆ
る
松
坂
の
一
夜
の
内
容
を
推
定
し
よ
う
と
す
る
。
筆
者
は
、
通
説
で
は
二
五
・
六
・
七
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

再
問
と
さ
れ
て
い
る
尾
上
兼
英
氏
所
蔵
の
『
問
目
』
が
初
度
の
問
答
で
あ
る
と
推
定
し
た
が
、
岩
田
隆
の
「
県
居
大
人
」
に
よ
っ
て
そ
の

難
点
が
指
摘
さ
れ
た
。
本
稿
は
、
第
一
に
「
里
居
大
人
」
に
対
す
る
私
の
答
で
あ
る
。
『
量
目
』
全
体
の
言
及
の
状
況
を
点
検
し
、
さ
ら

に
『
問
目
』
各
巻
の
形
を
注
意
深
く
見
る
な
ら
ば
尾
上
本
『
問
目
』
が
初
度
の
物
で
あ
る
こ
と
は
確
実
で
あ
る
と
私
は
考
え
る
。
さ
ら

に
、
『
問
目
』
各
巻
に
お
け
る
他
巻
へ
の
言
及
状
況
を
精
査
す
る
過
程
で
、
い
く
つ
か
、
既
に
真
淵
や
宣
長
に
よ
っ
て
述
べ
ら
れ
て
い
る

と
書
か
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
既
述
の
部
分
が
見
つ
か
ら
な
い
箇
所
が
あ
る
こ
と
に
気
づ
い
た
。
『
万
葉
集
』
に
お
け
る

「
義
之
」
「
大
王
」
の
訓
、
『
古
事
記
』
冒
頭
に
も
関
わ
る
「
天
地
」
の
訓
、
『
古
事
記
』
に
お
け
る
「
山
田
之
曽
富
騰
」
な
ど
で
あ
る
。
私
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二

は
、
こ
れ
ら
が
松
坂
の
一
夜
に
お
け
る
話
題
で
あ
っ
た
と
推
定
す
る
。
宣
長
が
真
淵
と
出
会
う
前
に
、
記
紀
万
葉
と
い
っ
た
上
代
の
文
献

へ
の
関
心
を
ど
の
程
度
に
持
っ
て
い
た
か
を
う
か
が
う
こ
と
も
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

一
　
尾
上
本
『
万
葉
集
問
目
』
は
、
『
問
目
』
の
初
度
で
あ
る

　
『
万
葉
集
聖
目
』
は
、
本
居
宣
長
と
賀
茂
真
淵
と
の
間
で
交
わ
さ
れ
た
『
万
葉
集
』
に
つ
い
て
の
質
疑
応
答
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ

る
。
問
答
は
二
人
が
対
面
し
た
宝
暦
十
三
年
（
一
七
六
三
）
に
始
ま
り
、
明
和
五
年
（
一
七
⊥
二
八
）
六
月
ま
で
に
終
わ
る
。
明
和
四
年
正

月
ま
で
に
『
万
葉
集
』
二
十
巻
全
部
に
関
す
る
質
問
（
通
説
に
従
っ
て
「
初
度
」
と
呼
ぶ
）
を
終
わ
り
、
二
巡
目
（
「
再
問
」
と
呼
ぶ
）

に
入
る
。

　
自
筆
本
は
、
全
部
で
十
八
冊
が
現
存
す
る
。
十
七
冊
が
本
居
宣
長
記
念
館
の
所
蔵
、
巻
五
・
六
・
七
に
つ
い
て
の
問
答
一
冊
だ
け
が
尾

上
兼
英
氏
の
所
蔵
で
あ
る
。
尾
上
兼
英
氏
所
蔵
本
（
以
下
、
「
尾
上
本
」
）
に
つ
い
て
は
、
初
度
か
再
問
か
、
両
説
が
あ
る
。
通
説
で
は
再

　
　
　
（
3
）

問
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
、
本
居
宣
長
全
集
、
賀
茂
真
淵
全
集
な
ど
の
説
で
あ
る
。
初
度
と
す
る
の
は
、
筆
者
の
「
『
万
葉
集
空
目
』
に

関
す
る
問
題
二
つ
」
だ
け
で
あ
る
。
拙
稿
は
、
尾
上
本
が
『
問
目
』
一
の
記
述
を
受
け
る
こ
と
、
初
度
の
他
巻
に
尾
上
本
の
記
述
を
前
提

と
す
る
も
の
が
あ
る
こ
と
、
仮
名
遣
い
に
お
い
て
再
問
と
は
考
え
に
く
い
こ
と
な
ど
を
根
拠
と
し
て
、
尾
上
本
は
初
度
に
属
す
る
と
推
定

し
た
。

　
ま
ず
、
本
居
宣
長
記
念
館
所
蔵
の
『
問
目
』
］
七
冊
の
状
況
を
示
し
て
お
く
。
（
各
行
冒
頭
の
漢
数
字
は
仮
表
紙
に
記
さ
れ
た
番
号
で

あ
り
、
『
問
目
』
の
各
冊
は
そ
の
数
字
に
よ
っ
て
『
丁
目
』
一
、
『
聖
目
』
二
…
…
『
問
目
』
十
五
、
『
問
目
』
十
七
、
な
ど
と
称
す
る
。

ま
た
、
各
巻
の
標
題
め
い
た
も
の
は
、
一
行
目
に
宣
長
自
身
に
よ
っ
て
、
そ
の
つ
ど
記
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
）

　
　
一
　
　
「
万
葉
第
一
巻
　
二
　
三
　
四
」
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二
　
　
「
万
葉
集
巻
八
」

　
三
　
　
「
万
葉
集
巻
第
九
疑
条
」

　
四
　
　
「
万
葉
巻
十
疑
条
」

　
五
　
　
「
万
葉
巻
十
一
疑
条
」

　
六
　
　
「
万
葉
巻
十
二
疑
条
」

　
七
　
　
「
万
葉
集
巻
十
三
疑
条
」

　
八
　
　
「
万
葉
集
巻
十
四
疑
条
奉
問
」

　
九
　
　
「
万
葉
巻
十
五
疑
条
」

　
十
　
　
「
万
葉
集
巻
十
六
不
審
」

　
十
一
　
「
万
葉
集
巻
十
七
　
十
八
疑
条
」

　
十
二
　
「
万
葉
集
巻
十
九
疑
条
」

　
十
三
　
「
万
葉
集
巻
二
十
疑
条
」

以
下
は
二
巡
目
、
通
称
「
再
問
」
で
あ
る
。

　
十
四
　
コ
　
　
ニ
　
三
　
四
　
万
葉
再
問
」

　
十
五
　
「
万
葉
集
今
本
巻
十
再
問
」
（
十
・
七
・
九
巻
に
つ
い
て
の
質
疑
）

　
十
六
　
「
十
一
　
十
二
　
十
三
　
万
葉
集
巻
十
三
再
問
」

　
十
七
　
「
万
葉
集
今
本
巻
十
五
再
問
」
（
十
五
・
十
六
・
十
七
・
十
九
・
二
十
巻
に
つ
い
て
の
質
疑
）

以
上
が
本
居
宣
長
記
念
館
蔵
本
で
あ
り
、
そ
れ
に
次
の
尾
上
本
を
加
え
る
と
現
存
す
る
『
笹
目
』
の
全
部
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　
十
八
　
「
五
　
六
　
七
マ
テ
再
問
」
（
一
・
二
・
五
・
六
・
七
巻
に
つ
い
て
の
質
疑
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
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四

　
『
問
目
』
一
と
『
二
目
』
二
の
間
の
巻
、
す
な
わ
ち
巻
五
か
ら
巻
七
の
初
度
の
問
答
が
失
わ
れ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
の
が
通
説
で
あ

る
。
筆
者
は
尾
上
本
こ
そ
巻
五
か
ら
巻
七
の
初
度
の
問
答
で
あ
る
と
推
定
す
る
。
そ
も
そ
も
「
万
葉
集
今
本
馬
丁
再
問
」
と
冒
頭
に
記
す

『
問
目
』
十
五
（
確
実
に
、
再
興
の
『
問
目
』
で
あ
る
）
に
「
今
本
巻
七
」
と
し
て
巻
七
に
つ
い
て
の
質
問
が
記
さ
れ
て
い
る
の
を
見
れ

ば
、
巻
七
に
つ
い
て
の
質
疑
を
含
む
尾
上
本
が
再
問
で
な
い
こ
と
は
知
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
初
度
の
『
潮
目
』
に
尾
上
本
の
記
述
を
受
け

た
も
の
が
あ
れ
ば
十
分
で
あ
ろ
う
。
そ
の
よ
う
な
も
の
が
二
例
あ
る
。
こ
こ
で
は
分
か
り
や
す
い
一
例
だ
け
を
引
こ
う
。
以
下
、
賀
茂
真

淵
全
集
第
六
巻
か
ら
必
要
な
箇
所
を
引
く
。
カ
ッ
コ
内
の
数
字
は
、
そ
の
無
数
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
ア
ソ
ビ
ノ
メ
コ
ソ

　
　
【
宣
長
】
遊
芸
與
ト
訓
ベ
キ
カ
。
【
真
淵
】
「
あ
そ
び
の
み
こ
そ
」
と
も
訓
べ
し
、
の
め
と
い
ふ
は
、
理
り
明
ら
か
な
れ
ど
、
こ
そ
は

　
　
乞
心
な
れ
ば
、
の
め
と
い
は
で
も
聞
え
て
、
古
言
め
く
也
、
　
ハ
は
只
の
草
と
乞
を
誤
り
て
、
遂
に
ハ
と
書
し
も
の
也
、
（
三
〇
八
頁
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ソ

　
　
【
宣
長
】
天
漢
諸
差
丹
云
々
告
二
戸
、
コ
ノ
断
定
ハ
、
ツ
ゲ
コ
ソ
ナ
ル
ベ
シ
、
サ
レ
バ
、
具
ハ
、
其
ノ
誤
力
、
下
ニ
モ
所
々
ア
リ
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ツ
ゲ
　
コ
　
ソ

サ
テ
與
ヲ
「
コ
ソ
」
ト
ヨ
ム
所
悩
、
乞
ノ
字
ノ
誤
ト
前
言
示
シ
タ
マ
ヘ
レ
バ
、
告
乞
其
力
、
【
真
淵
】
こ
こ
の
考
も
同
じ
（
一
八
六
頁

『
問
目
』
四
）

「
與
ヲ
「
コ
ソ
」
ト
ヨ
ム
所
ハ
、
乞
ノ
字
ノ
誤
ト
前
日
示
シ
」
と
あ
る
が
、
『
問
目
』
の
一
か
ら
三
に
は
、
そ
れ
に
触
れ
た
と
こ
ろ
は
な

い
。
尾
上
本
の
「
與
は
與
の
草
と
乞
を
誤
り
て
、
遂
に
與
と
書
し
も
の
也
」
が
「
前
に
示
」
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
尾
上
本
が
二

巡
目
の
問
答
で
あ
れ
ば
、
す
で
に
説
明
し
た
事
柄
を
真
淵
は
再
び
、
あ
る
い
は
三
度
、
「
與
は
與
の
草
と
乞
を
誤
り
て
、
遂
に
與
と
書
し

も
の
也
」
と
述
べ
た
こ
と
に
な
る
。
尾
上
本
『
問
目
』
は
、
『
問
目
』
四
に
先
行
す
る
、
す
な
わ
ち
初
度
の
『
問
目
』

と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。
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二
　
岩
田
隆
「
県
居
大
人
」
の
説

　
し
か
し
、
一
点
、
解
決
の
で
き
な
い
問
題
が
あ
る
。
岩
田
隆
の
「
県
居
大
人
」
が
拙
稿
の
難
点
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
の
で
、
必
要
な

所
を
要
約
し
て
示
す
。

　
①
『
問
目
』
六
（
万
葉
巻
十
疑
条
）
に
「
義
之
」
を
「
テ
シ
」
と
訓
む
こ
と
に
つ
い
て
長
文
の
質
疑
が
あ
る
。

　
②
宣
長
の
質
問
の
冒
頭
に
「
義
之
ハ
象
ノ
字
ノ
誤
、
大
王
ハ
天
子
ノ
意
ト
ノ
タ
マ
ハ
セ
ル
、
サ
ル
事
ナ
ル
ヘ
シ
、
サ
レ
ト
ナ
ホ
、
愚
ナ

　
　
ル
心
二
二
ヒ
、
ハ
レ
ヤ
ラ
ス
」
と
あ
り
、
「
義
之
」
「
大
王
」
の
訓
に
つ
い
て
、
真
淵
が
既
に
見
解
を
述
べ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

　
③
「
義
之
」
は
『
万
葉
集
』
巻
三
と
巻
四
に
出
て
く
る
が
、
巻
一
か
ら
巻
四
ま
で
を
質
問
し
た
『
二
目
』
一
に
は
触
れ
ら
れ
て
い
な

　
　
い
。
巻
七
に
至
っ
て
「
義
之
」
「
大
王
」
が
相
次
い
で
出
て
く
る
。

　
④
宣
長
が
自
ら
の
「
義
之
」
「
大
王
」
に
つ
い
て
の
見
解
を
述
べ
た
の
は
、
今
は
失
わ
れ
て
所
在
不
明
の
「
巻
七
」
の
質
疑
以
外
に
は

　
　
考
え
ら
れ
な
い
。

　
岩
田
は
、
尾
上
本
に
つ
い
て
言
及
し
な
い
が
、
尾
上
本
は
巻
五
か
ら
累
算
ま
で
の
質
疑
を
収
め
て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
「
義
之
」
「
大

王
」
に
触
れ
た
と
こ
ろ
は
な
い
。
と
な
る
と
、
巻
五
か
ら
駆
組
ま
で
の
初
度
の
問
答
は
失
わ
れ
、
尾
上
本
は
「
再
問
」
で
あ
る
と
い
う
こ

と
に
な
る
。三

　
『
問
目
』
に
お
け
る
参
照
の
状
況
1
「
示
す
」
「
の
た
ま
ふ
」
な
ど
一

先
に
述
べ
た
よ
う
に
参
照
の
状
況
等
は
尾
上
本
が
初
度
の
『
畳
目
』
で
あ
る
こ
と
を
示
し
、
一
方
、

岩
田
の
指
摘
す
る
よ
う
に

　
　
　
　
　
五

　
　
　
㎜

「
義
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六

之
」
を
め
ぐ
る
長
文
の
質
疑
は
、
別
に
翌
年
・
六
・
七
の
分
の
初
度
の
『
問
目
』
の
存
在
を
要
請
す
る
。
『
尽
目
』
六
で
、
宣
長
の
質
問

の
冒
頭
に
「
義
之
ハ
蒙
ノ
字
ノ
誤
、
大
王
ハ
天
子
ノ
意
ト
ノ
タ
マ
ハ
セ
ル
」
と
あ
る
の
に
、
先
行
す
る
真
淵
の
見
解
が
探
し
出
せ
な
い
こ

と
を
、
ど
う
説
明
で
き
る
か
。
こ
れ
が
私
の
課
題
で
あ
る
。

　
『
置
目
』
で
は
、
真
淵
の
説
に
対
す
る
言
及
が
し
ば
し
ば
行
わ
れ
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
は
、
「
示
ス
」
「
ノ
タ
マ
フ
」
な
ど
の
言
葉
で
明

示
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
言
及
さ
れ
た
も
の
の
大
半
は
『
問
目
』
の
中
に
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
が
、
探
せ
な
い
も
の
も
あ
る
。
「
義
之
」

「
大
王
」
に
つ
い
て
の
記
述
だ
け
で
は
な
い
。
以
下
、
何
ら
か
の
言
及
の
あ
る
も
の
を
、
順
に
示
す
。
「
↓
」
で
言
及
さ
れ
た
箇
所
を
示
し

て
い
る
。
『
問
目
』
に
存
在
し
な
い
場
合
は
、
「
※
」
を
、
コ
メ
ン
ト
の
行
頭
に
付
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
ヲ
　
　
ヲ

（一

j
【
宣
長
】
開
乎
為
流
云
々
、
コ
ノ
為
ノ
字
モ
、
烏
ノ
馬
田
テ
「
ヲ
ヲ
ル
」
歎
、
ス
ベ
テ
イ
ヅ
コ
モ
、
ミ
ナ
、
シ
カ
改
ム
ベ
キ
ニ

ヤ
、
（
一
七
八
頁
『
問
目
』
三
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヲ

↓
【
宣
長
】
春
山
之
開
乃
詳
言
黒
ホ
、
コ
ハ
誤
字
ア
ル
カ
、
…
…
【
真
淵
】
是
を
集
め
て
逼
る
に
、
為
は
、
皆
、
烏
の
誤
也
け
り
、

（一

Z
四
頁
『
問
目
』
二
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ソ

（
二
）
【
宣
長
】
天
漢
安
渡
丹
云
々
告
喪
具
、
コ
ノ
落
句
ハ
、
ツ
ゲ
コ
ソ
ナ
ル
ベ
シ
、
サ
レ
バ
、
具
ハ
、
其
ノ
誤
力
、
下
ニ
モ
所
々
ア

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ツ
ゲ
コ
　
ソ

リ
、
サ
テ
ハ
ヲ
コ
ソ
ト
ヨ
ム
一
月
ハ
、
乞
ノ
肯
ノ
誤
ト
前
二
示
シ
タ
マ
ヘ
レ
バ
、
告
乞
其
力
、
【
真
淵
】
こ
こ
の
考
も
同
じ
（
一
八
六

頁
『
問
目
』
四
）

　
　
　
　
ア
ソ
ビ
ノ
メ
コ
ソ

↓
【
宣
長
】
遊
飲
與
ト
訓
ベ
キ
カ
。
【
真
淵
】
「
あ
そ
び
の
み
こ
そ
」
と
も
訓
べ
し
、
の
め
と
い
ふ
は
、
理
り
明
ら
か
な
れ
ど
、
こ
そ

は
乞
心
な
れ
ば
、
の
め
と
い
は
で
も
聞
え
て
、
古
言
め
く
也
、
宍
は
宍
の
草
と
乞
を
誤
り
て
、
遂
に
與
と
書
し
も
の
也
、
（
三
〇
八

頁
『
問
目
』
十
八
）

（
三
）
【
宣
長
】
　
、
之
ハ
笈
ノ
字
ノ
誤
、
大
王
ハ
天
子
ノ
意
ト
ノ
タ
マ
ハ
セ
ル
、
サ
ル
コ
ト
ナ
ル
ベ
シ
、
サ
レ
ド
、
ナ
ホ
、
愚
ナ
ル
心
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二
、
疑
ヒ
バ
レ
ヤ
ラ
ズ
、
…
【
真
淵
】
そ
こ
の
考
、
理
あ
る
に
似
た
れ
ど
も
、
主
意
古
雅
な
ら
ね
ば
、
（
一
八
七
頁
『
問
目
』
四
）

※
『
問
目
』
に
該
当
す
る
も
の
を
探
し
出
せ
な
い
。
「
義
之
ハ
象
ノ
字
ノ
誤
、
大
王
ハ
天
子
ノ
意
」
と
い
う
真
淵
の
説
は
、
現
存
す
る

『
問
目
』
で
他
の
場
所
に
は
見
え
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
シ
　
ラ
　
カ
　
シ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ
　
　
シ

　
　
（
四
）
【
宣
長
】
白
杜
桟
、
コ
ハ
、
和
名
抄
舟
具
に
、
牧
牧
、
コ
ノ
誤
ニ
テ
、
借
字
力
、
又
、
宇
志
ノ
御
拝
二
、
サ
カ
　
バ
、
カ
シ
也

　
　
ト
ノ
玉
フ
ト
、
サ
キ
ニ
　
撰
肯
鏡
テ
フ
モ
ノ
ニ
、
　
ヲ
サ
カ
　
ト
云
ル
ト
、
示
シ
タ
マ
ヘ
ル
ト
ヲ
合
セ
テ
思
ヘ
バ
、
杜
樹
ノ
誤
力

　
　
（
一
九
一
頁
『
問
目
』
四
）

　
　
↓
【
宣
長
】
杜
ハ
、
社
ノ
誤
ト
無
二
従
フ
ベ
キ
カ
【
真
淵
】
是
ら
、
か
の
新
字
な
る
べ
し
、
新
撰
劃
と
て
、
寛
平
年
中
に
書
る
一

　
　
冊
を
得
し
に
、
訓
の
か
な
・
ど
正
し
き
也
、
そ
れ
に
、
杜
【
徒
古
反
、
塞
也
、
届
書
、
毛
利
、
又
、
佐
加
　
　
と
あ
り
、
（
一
七
八

　
　
頁
『
問
目
』
三
）

「
さ
か
木
は
、
か
し
也
」
は
『
冠
辞
考
』
。
「
か
の
鏡
・
幣
を
か
け
髪
華
に
さ
し
な
ど
せ
し
は
橿
な
る
擦
あ
り
」
（
『
冠
辞
考
』
ま
さ
き
づ
ら
）

『
問
目
』
で
「
示
」
さ
れ
た
真
豊
里
と
『
冠
辞
考
』
に
お
け
る
真
淵
説
を
合
わ
せ
て
述
べ
た
も
の
で
あ
る
。

　
　
（
五
）
【
宣
長
】
天
在
云
々
、
足
荘
厳
、
コ
ノ
三
字
、
巻
ノ
ノ
御
示
ノ
中
二
、
「
ア
ユ
ヒ
ナ
サ
ズ
モ
」
ト
モ
訓
タ
マ
ヘ
ル
ハ
、
（
一
九
二

　
　
頁
『
問
目
』
五
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
モ

　
　
↓
【
真
淵
】
…
巻
十
一
に
、
天
在
々
々
、
磯
菊
云
足
荘
厳
、
此
訓
も
定
か
な
ら
ね
ど
意
は
し
ら
る
（
一
六
九
頁
『
二
目
』
二
）

　
　
（
六
）
【
宣
長
】
開
木
代
云
々
…
古
今
集
ナ
ル
「
山
田
ノ
ソ
ホ
ヅ
オ
ノ
レ
サ
ヘ
ワ
レ
ヲ
ホ
シ
テ
フ
ウ
レ
ハ
シ
キ
コ
ト
」
ノ
寄
ハ
、
イ
カ

　
　
ナ
ル
意
ニ
カ
、
意
得
カ
ネ
侍
ル
、
【
真
淵
】
か
ぐ
し
の
如
き
人
の
我
を
煙
る
と
云
の
み
、
前
に
島
辺
　
る
、
古
　
言
の
山
田
の
そ
う

　
　
ど
に
よ
く
似
た
る
事
也
、
（
一
九
二
頁
『
問
目
』
五
）

※
「
前
に
垂
雪
へ
る
、
古
事
記
の
山
田
の
そ
う
ど
」
は
不
明
。
宣
長
が
「
古
事
記
の
山
田
の
そ
う
ど
」
を
質
問
し
た
記
事
は
、
『
高
目
』

に
は
見
え
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
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八

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
ヘ
ロ
ハ
ナ
ギ
ヌ

　
　
（
七
）
【
宣
長
】
虚
蝉
之
常
客
云
々
、
心
遮
焉
、
こ
の
岩
蟹
の
字
、
蒲
魚
【
計
七
丁
】
ニ
モ
ア
リ
シ
バ
、
「
コ
コ
ロ
サ
ヘ
ヌ
ル
　
ト
ヨ

　
　
ム
ベ
キ
ヨ
シ
、
サ
キ
宮
門
シ
タ
マ
ヘ
レ
ド
、
…
ナ
ホ
先
キ
ノ
御
示
ノ
ゴ
ト
ヨ
ミ
テ
ア
リ
ナ
ン
カ
、
【
真
淵
】
巻
斜
な
る
は
「
さ
へ
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ナ
ギ
ヌ

　
　
る
」
と
訓
べ
く
お
ぼ
ゆ
、
こ
こ
は
、
慰
焉
の
誤
な
る
べ
し
、
（
二
一
〇
頁
）

　
　
　
　
　
オ
モ
ホ
ユ
ル
カ
モ

　
　
↓
【
宣
長
】
心
遮
、
フ
ツ
ニ
心
得
ズ
、
第
十
ニ
ニ
、
心
掛
焉
ト
ア
ル
ト
同
ジ
訓
ナ
ル
ベ
ク
ヤ
、
サ
レ
ド
、
彼
ト
コ
・
ト
ハ
、
其
意
表

　
　
裏
ス
レ
バ
、
ナ
ホ
イ
ブ
カ
シ
、
【
真
淵
】
「
こ
こ
ろ
さ
　
ぬ
る
」
と
訓
て
あ
る
、
し
（
一
六
一
頁
『
問
目
』
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ミ
エ
コ
ソ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

コ
ソ

　
　
（
入
）
【
宣
長
】
空
蝉
之
云
々
、
所
見
欲
ト
ヨ
ム
ベ
キ
カ
、
…
前
ニ
モ
ハ
ト
ヨ
ム
ベ
キ
寄
ヲ
申
送
シ
ニ
、

　
　
ド
、
猶
、
今
一
タ
ビ
、
考
ヘ
テ
タ
マ
ハ
レ
カ
シ
、
【
真
淵
】
前
に
わ
う
し
と
い
ひ
し
は
、
何
れ
の
寄
な
り
け
ん
、
忘
れ
つ
、
重
て
示

　
　
し
給
へ
、
（
二
一
四
頁
『
問
目
』
六
）

　
　
　
　
　
　
マ
サ
キ
カ
レ
コ
ソ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ガ
モ
　
　
　
　
　
　
　

コ
ソ

　
　
↓
【
宣
長
】
真
好
去
有
欲
得
ト
ヨ
ム
ベ
キ
カ
、
欲
得
は
、
イ
ヅ
コ
ニ
テ
モ
、
ミ
ナ
賀
茂
ト
ヨ
メ
レ
ド
、
許
曽
ト
ヨ
ム
ベ
ク
オ
モ
ハ

　
　
ル
・
処
、
コ
コ
カ
シ
コ
ニ
見
ユ
、
【
真
淵
】
（
「
真
好
去
有
欲
得
」
に
対
し
て
）
亘
を
、
有
に
誤
れ
り
、
草
書
に
、
有
を
旦
と
書
し

　
　
也
、
「
ま
よ
く
ゆ
き
て
が
闘
」
と
去
て
、
よ
く
つ
つ
が
な
く
ゆ
け
か
し
と
願
ふ
也
、
…
こ
こ
は
、
さ
ま
ざ
ま
誤
字
有
し
か
ば
、
有
は

　
　
好
の
誤
か
、
さ
ら
ば
、
「
ま
よ
く
ゆ
か
ぬ
訓
」
と
も
よ
ま
ん
か
（
一
八
○
頁
『
聖
目
』
三
）

　
　
（
九
）
【
宣
長
】
天
地
ヲ
「
ア
メ
ツ
チ
」
ト
訓
ム
コ
ト
、
古
語
ニ
ア
ラ
ズ
、
「
ア
メ
ク
ニ
」
ナ
ル
ベ
シ
テ
フ
コ
ト
、
前
二
申
セ
シ
ニ
、

　
　
猶
、
ワ
ロ
キ
ヨ
シ
、
ノ
タ
マ
ヘ
リ
、
サ
レ
ド
僕
が
思
ヒ
得
タ
ル
コ
ト
ヲ
、
ナ
ホ
申
サ
ン
、
…
【
真
淵
】
是
は
、
甚
む
つ
か
し
。
…
天

　
　
と
国
と
い
へ
る
こ
そ
、
少
し
後
の
言
と
聞
ゆ
れ
、
神
名
な
ど
も
、
必
、
神
代
の
言
と
の
み
は
聞
こ
え
ざ
る
也
、
別
に
書
し
も
の
ま
い

　
　
る
な
れ
ば
、
是
に
は
略
、
（
二
一
六
頁
『
問
目
』
六
　
雑
問
）

※
「
天
地
ヲ
「
ア
メ
ツ
チ
」
ト
訓
ム
コ
ト
、
古
語
ニ
ア
ラ
ズ
、
「
ア
メ
ク
ニ
」
ナ
ル
ベ
シ
テ
フ
コ
ト
、
前
二
曲
セ
シ
ニ
、
猶
、
ワ
ロ
キ
ヨ

シ
、
ノ
タ
マ
ヘ
リ
」
は
、
不
明
。
宣
長
と
真
淵
が
「
天
地
」
に
関
す
る
問
答
を
し
て
い
る
記
事
は
、
こ
こ
以
外
、
『
問
目
』
に
発
見
で
き

な
い
。
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（一

Z
）
【
宣
長
】
青
幡
之
忍
坂
山
、
コ
ハ
冠
滋
養
ノ
御
正
出
、
ヨ
ロ
シ
カ
ラ
ヌ
ヨ
シ
ノ
タ
マ
ヘ
リ
、
後
ノ
御
運
ハ
、
イ
カ
ニ
侍
ル
ニ

カ
（
二
二
九
頁
『
問
目
』
七
）

　
　
　
　
タ
カ
ヤ
マ
ニ

↓
【
宣
長
】
高
山
圷
云
々
、
高
々
ホ
、
コ
ノ
高
々
テ
フ
詞
ヲ
、
冠
辞
ノ
御
考
二
、
「
タ
ケ
タ
ケ
」
ト
訓
玉
ヘ
ル
ヲ
見
ツ
ル
ニ
、
集
中

二
、
仮
字
ニ
テ
、
タ
カ
昌
盛
ト
モ
ア
ル
ハ
、
ニ
ヤ
ウ
恥
曝
ム
コ
ト
ア
ル
ニ
ヤ
　
【
真
淵
】
冠
淳
考
に
は
誤
　
り
、
直
に
「
た
か
た
か
」

と
訓
べ
し
、
冠
辞
考
に
は
、
違
ど
も
多
く
て
、
大
か
た
な
ほ
し
て
侍
り
、
…
…
つ
が
の
　
、
青
ば
た
、
其
　
謹
め
し
　
多
し
、
改
正

を
見
せ
ば
や
（
二
〇
四
頁
『
問
目
』
五
）

（
＝
）
【
宣
長
】
多
望
藻
可
測
串
囲
女
云
々
、
コ
ノ
乎
等
女
ノ
コ
ト
、
、
三
二
、
既
二
間
土
製
ル
ニ
、
書
誤
、
二
言
示

シ
タ
マ
ヒ
ヌ
、
（
二
四
六
頁
『
問
目
』
九
）

↓
【
宣
長
】
一
本
云
処
女
半
過
而
云
々
、
コ
レ
ハ
敏
女
ナ
リ
シ
ヲ
誤
写
セ
シ
ヲ
、
ソ
ノ
マ
・
二
一
本
ト
ツ
タ
ヘ
タ
ル
ニ
ヤ
、
処
女
ト

云
地
名
、
キ
・
ツ
カ
ズ
…
…
【
真
淵
】
（
「
処
」
に
対
し
て
）
誤
心
　
、
論
に
た
ら
ず
（
一
五
五
頁
『
岡
目
』
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ナ

ノ
誤
ト
セ
ン
カ
、
マ
タ
本
ヨ
リ
別
ノ
詞
力
（
二
四
七
頁
『
絹
目
』
九
）

↓
【
宣
長
】
家
方
皇
国
、
コ
レ
ハ
、
家
ニ
ハ
待
ラ
ム
ト
弔
意
ニ
ヤ
【
真
淵
】
（
「
家
待
謡
国
」
と
宣
長
が
書
い
た
の
に
対
し
て
「
團

掴
－
真
也
（
一
五
八
頁
『
問
目
』
こ

（
＝
二
）
【
宣
長
】
額
田
王
ノ
コ
ト
、
前
二
間
申
セ
シ
ニ
、
イ
ト
疑
ハ
シ
、
考
ヘ
ミ
ヨ
ト
示
シ
タ
マ
ヘ
ル
ユ
エ
ニ
、
今
、
試
ミ
ニ
考
ヘ

テ
申
ス
（
二
七
〇
頁
『
問
目
』
十
四
）

↓
【
宣
長
】
額
田
王
は
、
日
本
紀
に
、
額
田
姫
王
と
あ
る
人
か
、
然
ら
ば
、
鏡
王
女
と
云
を
前
に
出
し
た
る
は
い
か
な
る
ゆ
ゑ
に

や
、
【
真
淵
】
此
　
甚
マ
あ
り
、
く
さ
ぐ
さ
思
ひ
め
ぐ
ら
し
給
へ
（
一
四
九
頁
『
問
目
』
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ
　
　
ヘ
ポ

（一

l
）
【
宣
長
】
霰
零
云
々
、
コ
ノ
寄
ハ
、
古
事
記
二
、
速
総
別
王
ノ
御
壷
こ
、
…
サ
ラ
バ
、
可
奈
塁
壁
、
不
得
ノ
意
ト
セ
ン
カ
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
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一
〇

前
二
間
申
シ
ケ
ル
ト
キ
ニ
、
願
フ
舌
ノ
加
祢
ノ
意
ナ
リ
ト
示
シ
タ
マ
ヒ
ツ
レ
ド
、
（
二
七
四
頁
『
問
目
』
十
四
）

↓
【
宣
長
】
草
取
可
奈
和
云
々
、
集
中
ニ
モ
、
二
紀
ニ
モ
、
可
奈
テ
フ
詞
ハ
ミ
エ
ズ
、
サ
レ
バ
、
哉
ノ
字
カ
ケ
ル
モ
、
可
毛
ナ
ド
ト

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ
　
ネ
　
ヤ

訓
ベ
ク
オ
モ
ハ
ル
ル
也
、
【
真
淵
】
是
は
哉
の
意
に
あ
ら
ず
、
草
取
加
祢
也
の
意
也
、
青
白
は
、
惣
て
願
の
舌
也
、
（
一
五
七
頁
『
問

目
』
こ

（一

ﾜ
）
【
宣
長
】
大
荒
　
ヲ
、
磧
也
ト
、
前
志
示
シ
タ
マ
ヘ
ル
ニ
テ
、
此
寄
ア
キ
ラ
ケ
シ
、
（
二
七
四
頁
『
長
目
』
十
四
）

↓
【
宣
長
】
大
荒
城
至
芸
テ
フ
コ
ト
、
サ
ダ
カ
ナ
ラ
ズ
【
真
淵
】
聞
え
た
る
事
也
、
積
…
是
を
あ
ら
き
と
よ
む
．
し
（
一
五
八
頁

『
問
目
』
こ

（一

Z
）
【
宣
長
】
雨
者
零
云
々
（
雨
油
玉
　
尊
爵
量
子
　
何
暇
ホ
　
吾
児
之
塩
干
ホ
　
玉
者
将
拾
）
、
吾
児
ヲ
　
ナ
ゴ
」
ト
訓
ル
ハ

誤
ト
、
前
二
示
シ
タ
マ
ヘ
リ
、
（
二
八
四
頁
『
問
目
』
十
五
）

↓
【
宣
長
】
三
児
ヲ
奈
碁
ト
訓
ル
ハ
、
前
後
ノ
寄
ニ
ヨ
リ
テ
ナ
ル
ベ
シ
、
ア
ト
ナ
ト
ハ
同
韻
ナ
レ
バ
、
サ
モ
ヨ
ミ
ツ
ベ
キ
カ
、
…

【
真
淵
】
此
流
下
に
阿
胡
と
有
も
、
前
後
、
皆
、
摂
津
国
寄
の
中
な
れ
ば
、
吾
児
を
　
な
ご
　
と
訓
は
い
か
が
、
左
右
の
寄
に
よ
り

響
（
一
一
二
三
頁
　
尾
上
本
）

（一

ｵ
）
【
宣
長
】
朝
入
為
云
々
（
葦
子
馬
流
　
人
跡
乎
見
座
　
草
枕
　
客
去
人
ホ
　
端
者
不
敷
）
、
ハ
テ
ノ
沓
敷
ハ
誤
字
力
、
前
ニ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ッ
マ
ト
ハ
ノ
ラ
ジ

問
奉
シ
ニ
示
シ
タ
マ
ヘ
ル
意
ニ
ョ
ラ
バ
、
妻
者
不
明
力
（
二
八
六
頁
『
翠
雲
』
十
五
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
　
　
マ

↓
【
宣
長
】
朝
立
為
人
人
跡
乎
云
々
、
或
無
二
、
人
ノ
上
二
海
ノ
字
脱
シ
テ
、
「
海
人
ト
ヲ
」
ナ
ル
ベ
シ
ト
云
ハ
、
ヨ
シ
ヤ
、
又
「
聞

寄
ノ
結
句
ハ
、
イ
カ
ニ
ョ
メ
ル
ニ
カ
、
其
身
、
得
侍
ラ
ズ
【
真
淵
】
右
の
寄
に
、
名
を
の
れ
と
い
へ
る
に
劃
し
な
れ
ば
、
た
だ
あ
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ
ラ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ
　
ル

と
見
て
お
は
せ
、
つ
ま
な
ら
ば
こ
そ
名
を
告
め
、
し
ら
ぬ
旅
人
に
名
告
べ
き
　
あ
ら
ず
て
ふ
を
つ
・
め
て
い
へ
る
と
見
ゆ
、
（
一
七

六
頁
『
問
目
』
三
）

（一

Z
）
【
宣
長
】
小
沼
田
之
云
々
、
コ
ノ
コ
ト
、
イ
ム
サ
キ
問
申
セ
シ
ニ
、
タ
シ
カ
ニ
ハ
｛
メ
ガ
タ
シ
、
モ
シ
尾
張
ハ
、
モ
ト
小
治
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田
ニ
テ
、
今
、
小
治
田
ノ
ト
云
ハ
、
即
、
尾
　
ノ
ト
七
二
同
ジ
キ
カ
ト
示
シ
賜
ヒ
キ
、
（
二
八
八
頁
『
問
目
』
十
六
）

↓
【
宣
長
】
小
沼
田
之
云
々
、
沼
田
ノ
ニ
字
ハ
、
墾
ノ
誤
ニ
テ
、
尾
張
力
、
【
真
淵
】
此
　
い
ま
だ
よ
く
｛
め
が
た
し
、

r
字
に
て
、
其
本
員
治
田
な
る
か
、
治
は
曲
律
、
然
ら
ば
、
う
の
尾
　
の
と
い
ふ
に
同
じ
、
（
二
二
三
頁
『
問
目
』
七
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
パ
フ
ツ
タ
ノ

（一

ｵ
）
大
船
之
云
々
、
木
始
己
は
、
延
言
石
ノ
誤
ナ
ラ
ン
、
サ
レ
ド
、

尾
張
は
か
り

マ
サ
キ
ツ
ラ
ナ
ド
ノ
誤
ニ
チ
モ
ア
ラ
ン
、
　
ノ
古
ノ
近
カ
ラ
ン
古
ヲ
思
ヒ
メ
グ
ラ
セ
ト
、
前
二
示
シ
タ
マ
ヘ
ル
ニ
ヨ
リ
テ
思
フ
ニ
、

　
　
　
　
　
　
　
マ
サ
キ
ヅ
ラ

正
ノ
字
ナ
ド
落
テ
正
木
絡
石
な
ら
ん
か
、
（
二
八
八
頁
『
問
目
』
十
六
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ネ
モ
コ
ロ
ニ

↓
【
宣
長
】
大
船
之
云
々
、
木
始
己
ト
訓
ベ
シ
ト
云
説
、
ヨ
シ
ヤ
【
真
淵
】
ね
も
こ
ろ
と
託
て
聞
ゆ
る
所
に
あ
ら
ず
、
丁
丁
石
に

て
、
「
は
ふ
っ
た
も
」
と
訓
べ
し
、
此
中
に
、
　
を
正
の
誤
り
と
す
る
は
遠
し
、
値
そ
の
誤
な
ら
ん
、
い
ま
だ
思
ひ
っ
か
ず
、
こ
こ

は
、
は
ふ
っ
た
か
、
さ
な
か
づ
ら
か
、
ま
さ
き
づ
ら
か
、
三
つ
の
内
な
る
ぺ
け
　
ば
、
　
の
近
き
出
を
思
ひ
つ
け
給
　
　
（
二
二
五
頁

『
問
目
』
七
）

（一

ｪ
）
【
宣
長
】
署
、
（
葛
木
之
　
其
津
彦
真
弓
　
荒
木
圷
毛
　
懸
也
君
之
　
吾
之
名
告
兼
）
上
ハ
、
既
ウ
ケ
タ
マ
ハ
リ

ツ
、
「
懸
也
」
ハ
、
ヨ
レ
バ
ヤ
ト
訓
ン
カ
、
ヨ
ル
ト
ヤ
ト
訓
ン
カ
（
二
八
九
頁
『
問
目
』
十
六
）

↓
【
宣
長
】
軸
木
之
摂
津
彦
ハ
、
古
記
二
見
ユ
、
其
津
彦
真
弓
ト
ツ
ヅ
ケ
云
フ
意
想
、
イ
商
圏
、
【
真
淵
】
葛
城
襲
彦
は
、
古
の
勇
猛

人
な
れ
ば
、
大
弓
な
る
べ
し
、
且
、
其
大
弓
の
新
繭
は
、
つ
よ
き
限
り
也
、
然
れ
ど
も
、
上
は
、
た
だ
、
イ
と
い
は
ん
序
の
み
也
、

事
を
強
く
い
は
ん
料
に
、
「
そ
つ
ひ
ご
云
々
」
と
云
の
み
（
二
〇
〇
頁
『
量
目
』
五
）

（一

縺
j
【
宣
長
】
鶏
冠
草
ハ
、
二
乗
也
ト
前
下
記
シ
タ
マ
ヘ
ル
、
カ
ラ
ア
ヰ
、
即
、
紅
花
ニ
ヤ
、
（
二
九
〇
頁
『
早
目
』
十
六
）

↓
【
真
淵
】
鶏
冠
は
、
糸
イ
の
　
、
鴨
頭
は
つ
き
草
な
る
を
、
わ
か
ぬ
ほ
ど
の
注
は
い
ふ
に
た
ら
ず
（
二
〇
四
頁
『
画
譜
』
五
）

（
二
〇
）
【
宣
長
】
在
千
方
云
々
、
妹
伊
、
コ
ノ
伊
ノ
字
ノ
コ
ト
、
前
二
間
申
セ
シ
ニ
、
何
朔
、
我
調
、
カ
カ
ル
所

二
、
　
ノ
商
気
、
ア
ル
ベ
ク
モ
ナ
シ
ト
ノ
タ
マ
ヘ
リ
、
継
体
紀
ノ
、
ケ
ナ
ノ
ワ
ク
ゴ
イ
云
々
ト
ア
ル
モ
、
二
二
同
ジ
ト
示
シ
タ
マ
へ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
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リ
、
（
二
九
一
頁
『
問
目
』
十
六
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
イ
ヘ
ナ
ル
イ
モ
イ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
イ

↓
【
宣
長
】
在
上
方
云
々
、
家
有
妹
伊
云
々
、
前
期
申
セ
シ
、
詞
ノ
下
二
伊
ヲ
助
語
ニ
ヲ
ク
コ
ト
、

ワ

ロ

シ

ト
ノ

タ

マ

ヘ
リ
　s

コ
ノ

　
　
二
曲
、
イ
カ
が
侍
ラ
ン
、
【
真
淵
】
　
は
、
必
、
何
か
、
耶
か
、
、
の
誤
報
、
か
か
る
所
の
下
に
、
　
の
豊
玉
有
．
き
、
お
も
ひ

　
　
が
け
ず
、
継
体
紀
の
寄
、
と
も
に
同
じ
（
二
一
五
頁
『
二
目
』
六
）

　
　
（
二
一
）
【
宣
長
】
琴
酒
乎
　
表
編
云
々
、
押
垂
ノ
コ
ト
ハ
、
前
ニ
ウ
ケ
タ
マ
ハ
リ
ツ
、
雲
華
乎
ト
冠
セ
タ
ル
ハ
、
イ
カ
ナ
ル
意
ニ
カ

　
　
（
二
九
四
頁
『
問
目
』
十
七
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
オ
シ
タ
ル
　
ミ
ノ
ユ

　
　
↓
【
宣
長
】
押
垂
小
野
ハ
、
地
名
ニ
や
侍
ン
、
【
真
淵
】
束
鑑
に
押
付
左
衛
門
尉
と
い
ふ
有
は
、
地
名
也
、
さ
て
、
又
、
耳
垂
、
水
野
従

　
　
な
る
べ
し
、
垂
水
は
、
名
水
の
地
心
、
押
は
、
上
よ
り
い
ひ
下
す
、
き
な
ら
の
里
な
ど
の
類
。
（
二
五
二
頁
『
辛
目
』
十
）

　
　
（
二
二
）
都
奈
之
等
流
云
々
、
コ
ノ
都
奈
之
ノ
コ
ト
、
前
二
間
申
シ
シ
ニ
、
コ
ノ
シ
ロ
ノ
コ
ト
ト
、
難
波
人
主
ル
ト
答
ヘ
タ
マ
ヘ
リ

　
　
（
二
九
五
頁
『
問
目
』
十
七
）

　
　
↓
【
宣
長
】
都
奈
之
ハ
、
何
魚
ゾ
、
【
真
淵
】
一
フ
、
こ
の
し
ろ
と
い
ふ
も
の
と
、
難
2
人
は
い
　
り
、
（
二
五
七
頁
『
皆
目
』
十
こ

　
『
三
目
』
で
言
及
さ
れ
て
い
る
も
の
の
大
半
は
『
盲
目
』
に
見
え
る
が
、
見
い
だ
せ
な
い
も
の
が
三
例
あ
る
。
（
三
）
「
義
之
」
「
大

王
」
、
（
六
）
「
山
田
の
そ
う
ど
」
、
（
九
）
「
天
地
」
で
あ
る
。

　
　
　
四
　
「
義
之
」
「
大
王
」
、
「
山
田
の
そ
う
ど
」
、
「
天
地
」
一
『
二
目
』
の
他
の
箇
所
に
見
え
な
い
も
の

　
『
汚
目
』
に
は
見
い
だ
せ
な
い
三
例
を
も
う
一
度
掲
げ
る
。
（
三
）
と
（
九
）
は
あ
ま
り
に
長
大
な
の
で
宣
長
の
質
問
だ
け
を
掲
出
す

る
。　

　
（
三
）
【
宣
長
】
義
之
ハ
、
象
ノ
字
ノ
誤
、
大
王
ハ
、
天
子
ノ
意
ト
ノ
タ
マ
ハ
セ
ル
、
サ
ル
コ
ト
ナ
ル
ベ
シ
、
サ
レ
ド
、
ナ
ホ
、
愚
ナ
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ル
心
二
、
疑
ヒ
ハ
レ
ヤ
ラ
ズ
、
ソ
ノ
ユ
エ
ハ
、
義
ヲ
テ
ト
ヨ
メ
ル
所
モ
ア
ラ
バ
、
築
ノ
誤
ナ
ル
ベ
キ
ニ
、
義
之
ト
ノ
ミ
ツ
．
・
ケ
テ
、

　
　
イ
ヅ
コ
モ
イ
ヅ
コ
モ
カ
ケ
リ
、
又
、
大
王
ヲ
天
子
ノ
意
ト
ノ
タ
マ
フ
モ
、
テ
ン
シ
バ
字
ノ
音
ナ
ル
ヲ
、
他
ノ
字
ニ
ウ
ツ
シ
テ
訓
ン
コ

　
　
ト
、
ウ
タ
ガ
ハ
シ
、
二
ニ
ヲ
「
シ
」
ト
ヨ
ミ
、
八
十
一
ヲ
「
ク
・
」
ト
ヨ
ム
類
ニ
ハ
ナ
シ
ガ
タ
ク
ヤ
、
僧
ヲ
ホ
ウ
シ
ト
ヨ
ム
ハ
、
法

　
　
師
ノ
音
ナ
ガ
ラ
、
コ
レ
ハ
、
モ
ト
御
国
ニ
ナ
キ
モ
ノ
ユ
エ
ニ
、
後
学
ホ
ウ
シ
ト
云
ヲ
、
此
方
ノ
旧
稿
ノ
、
僧
ノ
訓
ト
セ
ル
ニ
ヤ
、
サ

　
　
レ
バ
、
コ
レ
モ
大
王
ノ
例
ニ
口
引
ガ
タ
ク
ヤ
、
カ
ニ
カ
ク
ニ
疑
ハ
シ
ク
覚
工
侍
ル
ユ
エ
ニ
、
ハ
“
カ
リ
多
ケ
レ
ド
、
カ
ク
二
度
問
ヒ

　
　
奉
ル
也
、
ア
ナ
カ
シ
コ
ア
ナ
カ
シ
コ
、
ト
ガ
メ
玉
フ
コ
ト
ナ
カ
レ
、
サ
テ
、
僕
が
愚
ナ
ル
心
ニ
オ
モ
ヒ
ヨ
リ
侍
ル
ハ
、
義
古
義
ノ
字

　
　
ニ
テ
、
カ
ノ
カ
ラ
国
ノ
王
義
之
テ
フ
人
ノ
コ
ト
ニ
テ
、
手
師
ノ
意
手
用
ル
カ
、
コ
レ
モ
、
師
ハ
音
ナ
ガ
ラ
、
此
方
ノ
詞
ノ
ヤ
ウ
ニ
モ

　
　
ナ
リ
來
テ
、
ツ
ネ
ニ
云
ナ
レ
シ
コ
ト
ナ
レ
バ
、
此
集
中
ニ
モ
、
手
師
ト
モ
多
ク
カ
ケ
リ
、
又
、
カ
ノ
人
ヲ
、
子
ノ
献
之
二
対
テ
大
王

　
　
ト
イ
ヘ
ル
コ
ト
、
カ
ラ
文
ニ
オ
ホ
ク
ミ
エ
タ
レ
バ
、
大
王
モ
、
義
之
ガ
コ
ト
ニ
テ
、
手
師
ノ
意
ナ
ル
ベ
シ
、
カ
レ
コ
レ
ア
ヒ
テ
ラ
シ

　
　
テ
、
カ
ク
ア
ル
ベ
キ
ニ
ヤ
ト
オ
モ
ヒ
ヨ
リ
侍
ル
コ
ト
也
、
字
画
ノ
御
厨
ヲ
疑
テ
己
が
考
ヘ
ヲ
申
ス
コ
ト
、
カ
ヘ
ス
ガ
ヘ
ス
カ
シ
コ
ケ

　
　
レ
ド
、
ナ
ホ
、
ハ
タ
、
エ
ア
ラ
デ
ナ
ン
、
カ
サ
ネ
テ
問
奉
ル
、
（
一
八
七
頁
『
升
目
』
四
）

　
『
問
目
』
の
白
眉
と
も
言
え
る
充
実
し
た
質
問
で
、
宣
長
の
こ
の
議
論
は
、
後
に
『
万
葉
集
玉
の
小
琴
』
に
、
取
り
入
れ
ら
れ
る
。

　
　
（
六
）
【
宣
長
】
開
木
代
云
々
、
相
斑
雪
ト
ハ
、
イ
カ
ナ
ル
意
ゾ
ヤ
、
吾
学
区
ト
ヨ
ム
欺
、
ホ
ル
テ
フ
歎
、
此
ノ
ツ
イ
デ
ニ
問
ヒ
奉

　
　
ル
、
古
今
集
ナ
ル
、
山
田
ノ
ソ
ホ
ツ
オ
ノ
レ
サ
ヘ
ワ
レ
ヲ
ホ
シ
テ
フ
ウ
レ
ハ
シ
キ
コ
ト
ノ
寄
ハ
、
イ
カ
ナ
ル
乱
逆
カ
、
意
得
カ
ネ
侍

　
　
ル
、
【
真
淵
】
か
“
し
の
如
き
人
の
、
我
を
恋
る
と
云
の
ミ
、
前
に
問
給
へ
る
、
古
事
記
の
山
田
の
そ
う
ど
に
よ
く
似
た
る
事
也
、

　
　
鳥
お
と
し
を
、
右
の
古
事
よ
り
、
そ
う
つ
と
云
に
や
、
（
一
九
二
頁
『
問
目
』
五
）

万
葉
集
義
十
一
の
二
三
六
二
番
の
歌
、
寛
永
版
本
の
訓
で
は
「
ヤ
マ
シ
ロ
ノ
ク
セ
ノ
ワ
カ
ゴ
ガ
　
ホ
シ
ト
イ
フ
ワ
レ
　
ア
フ
サ
ワ
ニ
　
ワ

カ
ホ
シ
ト
イ
フ
　
ヤ
マ
シ
ロ
ノ
ク
セ
」
に
関
す
る
質
疑
で
あ
る
。
宣
長
は
そ
の
「
つ
い
で
に
」
、
『
古
今
和
歌
集
』
一
〇
二
七
番
の
「
あ
し

ひ
き
の
　
山
田
の
ぞ
ほ
っ
　
お
の
れ
さ
へ
　
我
を
ほ
し
と
い
ふ
　
う
れ
は
し
き
こ
と
」
に
つ
い
て
質
問
し
、
真
淵
は
「
前
に
問
給
へ
る
、

＝
二
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一
四

古
事
記
の
山
田
の
そ
う
ど
に
よ
く
似
た
る
事
」
と
答
え
て
い
る
。
宣
長
が
「
前
に
問
給
へ
る
」
こ
と
は
『
問
目
』
に
見
え
な
い
。
『
番
目
』

で
は
、
「
雑
問
」
「
く
さ
ぐ
さ
の
問
」
な
ど
の
標
題
で
（
付
け
た
り
付
け
な
か
っ
た
り
だ
が
）
『
万
葉
集
』
に
関
わ
ら
な
い
事
柄
に
つ
い
て

宣
長
が
質
問
す
る
こ
と
が
あ
る
。
し
か
し
、
そ
こ
に
も
見
え
な
い
。

　
　
（
九
）
【
宣
長
】
天
地
ヲ
ア
メ
ツ
チ
ト
訓
ム
コ
ト
、
古
語
ニ
ア
ラ
ズ
、
ア
メ
ク
ニ
ナ
ル
ベ
シ
チ
フ
コ
ト
、
前
半
申
セ
シ
ニ
、
猶
、
ワ
ロ

　
　
キ
ヨ
シ
ノ
タ
マ
ヘ
リ
、
サ
レ
ド
、
僕
が
思
ヒ
得
タ
ル
コ
ト
ヲ
、
ナ
ホ
申
サ
ン
、
マ
ヅ
、
古
キ
七
二
、
天
ト
地
ト
ヲ
対
ヘ
テ
云
コ
ト
、

　
　
数
シ
ラ
ズ
、
サ
ハ
ナ
ル
中
二
、
一
ツ
モ
阿
米
二
都
知
ヲ
対
テ
イ
ヘ
ル
コ
ト
ヲ
見
ズ
、
コ
ト
ゴ
ト
ク
久
ホ
ヲ
ム
カ
ヘ
タ
リ
、
神
ノ
名
ナ

　
　
ド
ニ
モ
多
キ
コ
ト
也
、
カ
ツ
、
天
国
ト
ツ
ヅ
キ
タ
ル
コ
ト
モ
多
シ
、
コ
レ
、
古
語
ヲ
ソ
ノ
マ
マ
誘
導
ケ
ル
ト
見
エ
テ
、
即
チ
、
天
地

　
　
ノ
意
ナ
リ
、
然
ル
ヲ
、
奈
良
ノ
代
二
至
リ
テ
ハ
、
モ
ハ
ラ
、
カ
ラ
文
ヲ
学
ブ
コ
ト
ニ
テ
、
文
字
ヲ
ム
ネ
ト
ス
ル
ヤ
ウ
ニ
ナ
リ
テ
ハ
、

　
　
ア
メ
ク
ニ
ノ
古
語
ハ
ヤ
ウ
ヤ
ウ
ワ
ス
レ
テ
、
タ
ダ
、
天
地
ノ
字
ヲ
ノ
ミ
常
ニ
モ
ハ
ラ
ト
ス
ル
カ
ラ
、
新
タ
ニ
、
ア
メ
ツ
チ
テ
フ
訓
ヲ

　
　
設
ケ
シ
モ
ノ
ナ
ラ
ン
、
サ
テ
、
後
ハ
、
イ
ヨ
ヨ
天
地
ハ
ア
メ
ツ
チ
ト
云
フ
コ
ト
ト
ノ
ミ
心
得
来
シ
ナ
ラ
ン
、
萬
葉
小
店
、
此
言
、

　
　
所
々
二
見
エ
タ
リ
、
古
事
記
二
、
イ
ザ
ナ
ギ
ノ
神
ノ
国
土
ヲ
生
ミ
タ
マ
フ
以
前
二
、
国
賊
ナ
キ
コ
ト
ナ
ル
ニ
、
国
稚
如
浮
脂
云
々
テ

　
　
フ
国
ハ
、
地
ノ
コ
ト
ニ
テ
、
天
二
対
ス
ル
久
圷
ナ
ル
ベ
シ
、
雄
略
紀
、
吉
備
聖
代
寄
ニ
モ
、
ア
メ
ニ
コ
ソ
キ
コ
エ
ズ
ア
ラ
メ
ク
ニ
ニ

　
　
ハ
キ
コ
エ
テ
ナ
、
コ
レ
ラ
、
天
地
ナ
ル
ベ
シ
、
（
二
一
六
頁
『
問
目
』
六
　
雑
問
）

『
万
葉
集
』
に
「
天
地
」
と
い
う
表
記
は
頻
出
し
、
そ
の
意
味
で
は
『
垂
目
』
に
あ
っ
て
不
思
議
で
は
な
い
が
、
『
万
葉
集
』
で
は
仮
名
書

き
の
例
も
あ
り
、
「
ア
メ
ツ
チ
」
以
外
の
訓
は
考
え
ら
れ
な
い
。
ま
た
、
「
天
地
」
は
『
万
葉
集
』
の
巻
一
か
ら
巻
四
ま
で
十
七
の
用
例
が

あ
り
、
巻
五
以
下
に
至
っ
て
思
い
つ
く
と
も
思
え
な
い
。
訓
が
問
題
に
な
る
の
は
『
万
葉
集
』
で
は
な
く
『
古
事
記
』
の
冒
頭
で
あ
る
。

『
古
事
記
伝
』
の
次
の
よ
う
な
記
述
を
見
る
と
、
重
な
る
記
述
が
多
い
。
こ
の
質
疑
は
『
古
事
記
』
に
関
わ
る
も
の
で
あ
る
と
考
え
る
べ

き
で
あ
ろ
う
。

　
　
己
、
前
に
思
へ
り
し
は
、
阿
首
都
知
と
云
ふ
は
、
古
言
に
非
じ
。
其
の
故
は
、
古
書
ど
も
を
見
る
に
、
凡
て
阿
米
に
対
へ
て
は
、
必
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久
ホ
と
の
み
云
ひ
て
、
都
知
と
は
云
は
ず
。
天
神
地
祇
、
天
社
国
社
、
又
、
神
の
名
に
も
、
天
某
神
、
国
営
神
と
対
ひ
、
又
、
天
迩

　
　
岐
志
国
迩
岐
志
云
々
な
ど
申
す
御
名
、
又
、
書
紀
に
扇
夏
扇
国
と
云
ひ
、
雄
略
の
巻
、
吉
備
の
山
尾
代
が
歌
に
も
、
「
阿
毎
に
こ
そ

　
　
聞
え
ず
あ
ら
め
、
矩
禰
に
は
聞
え
て
」
な
ど
作
る
な
ど
、
皆
久
ホ
を
も
て
阿
米
に
は
対
へ
た
れ
は
、
阿
米
久
ホ
と
云
は
む
ぞ
古
言
な

　
　
る
ぺ
け
れ
ば
、
古
書
に
天
地
と
あ
る
を
も
、
み
な
然
訓
む
べ
き
な
り
、
と
思
へ
り
し
を
、
後
に
師
の
久
ホ
都
知
の
考
へ
を
見
れ
ば
、

　
　
な
ほ
阿
米
都
知
ぞ
古
言
な
り
け
る
。
（
『
古
事
記
伝
』
三
之
巻
）

な
お
宣
長
に
は
宝
暦
十
一
年
の
日
付
の
あ
る
『
阿
毎
菟
知
弁
』
が
あ
り
、
「
天
地
」
の
訓
は
早
く
か
ら
の
関
心
事
で
あ
っ
た
。

　
三
例
の
う
ち
の
二
つ
は
『
万
葉
集
』
で
は
な
く
、
『
古
事
記
』
に
関
わ
る
質
問
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
ら
は
「
前
に
問
給
へ
る
」
「
前

二
申
セ
シ
ニ
」
と
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
『
裏
目
』
に
は
見
い
だ
せ
な
い
。
巻
五
か
日
巻
七
の
『
問
目
』
が
失
わ
れ
た
の
で
あ
れ
ば
、
全

部
、
そ
こ
に
有
っ
た
の
だ
と
考
え
る
こ
と
も
論
理
的
に
は
不
可
能
で
は
な
い
。
し
か
し
、
尾
上
本
は
、
既
に
述
べ
た
よ
う
に
『
空
目
』
の

初
度
と
考
え
る
ほ
か
な
く
、
現
存
し
な
い
巻
五
か
ら
五
七
の
『
問
目
』
を
想
定
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
。
『
問
目
』
以
外
に
真
淵
と
質
疑

を
交
わ
す
場
が
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
問
題
は
解
消
す
る
。
そ
し
て
、
そ
の
よ
う
な
場
が
無
い
と
は
言
え
な
い
の
で
あ
る
。

　
現
存
す
る
『
問
目
』
以
外
に
可
能
性
が
あ
る
の
は
次
の
二
つ
で
あ
る
。

　
　
一
　
『
問
目
』
以
外
に
交
わ
さ
れ
た
書
簡

　
　
二
　
実
際
の
対
面

　
書
簡
の
可
能
性
は
乏
し
い
と
私
は
考
え
る
。
真
淵
か
ら
宣
長
へ
の
書
簡
が
現
存
す
る
が
、
完
全
に
は
残
っ
て
い
な
い
。
宣
長
か
ら
の
書

簡
は
、
ま
っ
た
く
残
っ
て
い
な
い
。
そ
の
よ
う
な
状
況
な
の
で
、
「
義
之
」
「
大
王
」
な
ど
の
問
答
が
失
わ
れ
た
書
簡
に
あ
っ
た
可
能
性
が

皆
無
で
あ
る
と
は
言
え
な
い
。
し
か
し
、
こ
こ
に
挙
げ
た
よ
う
な
質
疑
が
書
簡
で
行
わ
れ
た
と
は
考
え
に
く
い
。

　
第
一
に
、
『
問
目
』
と
い
う
形
で
学
問
的
な
遣
り
取
り
が
十
分
す
ぎ
る
ほ
ど
行
わ
れ
て
い
る
の
に
、
別
に
書
簡
で
「
義
之
」
「
大
王
」
の

訓
、
「
天
地
」
の
訓
な
ど
を
質
問
す
る
必
要
は
な
い
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
『
万
葉
集
』
に
関
わ
ら
な
い
こ
と
で
も
「
雑

一
五
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六

問
」
な
ど
の
名
目
で
、
宣
長
は
質
問
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
第
二
に
、
先
行
す
る
議
論
が
簡
単
す
ぎ
る
よ
う
に
見
え
る
こ
と
で
あ
る
。
「
義
之
」
「
大
王
」
の
訓
や
「
天
地
」
の
訓
に
つ
い
て
は
、

『
問
目
』
に
お
い
て
非
常
に
詳
し
い
議
論
を
交
わ
し
て
い
る
。
宣
長
も
真
淵
も
と
も
に
そ
う
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
い
ず
れ
の
場
合
も
、

先
立
っ
て
は
、
簡
単
な
遣
り
取
り
し
か
行
わ
れ
な
か
っ
た
よ
う
な
書
き
ぶ
り
で
あ
る
。

　
　
義
之
ハ
、
象
ノ
字
ノ
誤
、
大
王
ハ
、
天
子
ノ
意
ト
ノ
タ
マ
一
管
ル
、
サ
ル
コ
ト
ナ
ル
ヘ
シ
、

　
　
か
“
し
の
如
き
人
の
、
我
を
盗
る
と
云
の
ミ
、
前
に
至
言
へ
る
、
古
事
記
の
山
田
の
そ
う
ど
に
よ
く
似
た
る
事
也
、

　
　
天
地
ヲ
ア
メ
ツ
チ
ト
訓
ム
コ
ト
、
古
語
ニ
ア
ラ
ズ
、
ア
メ
ク
ニ
ナ
ル
ベ
シ
チ
フ
コ
ト
、
前
二
申
セ
シ
ニ
、
猶
、
ワ
ロ
キ
ヨ
シ
ノ
タ
マ

　
　
ヘ
リ
、

『
問
目
』
よ
り
前
に
は
、
論
拠
も
示
さ
な
い
遣
り
取
り
が
行
わ
れ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
論
拠
が
「
前
二
申
セ
シ
」
時
に
示
さ
れ
て
い
た

形
跡
が
な
い
の
で
あ
る
。
書
面
で
の
遣
り
取
り
を
考
え
に
く
い
理
由
で
あ
る
。

　
第
三
に
三
つ
の
例
が
、
形
式
の
上
で
共
通
す
る
特
徴
を
持
つ
こ
と
で
あ
る
。
『
問
目
』
全
体
で
多
用
さ
れ
て
い
る
「
示
シ
タ
マ
ヘ
リ
」

な
ど
で
は
な
く
、
「
ノ
タ
マ
湿
掻
ル
」
「
ノ
タ
マ
ヘ
リ
」
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
最
初
の
質
疑
が
対
話
の
形
で
あ
っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
と

考
え
る
と
説
明
が
し
ゃ
す
い
。
も
ち
ろ
ん
、
書
面
で
も
、
「
の
た
ま
ふ
」
と
い
う
言
葉
を
使
う
こ
と
は
不
都
合
で
は
な
い
。
し
か
し
、
問

題
に
し
て
い
る
三
例
が
三
例
と
も
、
『
反
目
』
全
体
で
多
用
さ
れ
る
「
示
シ
タ
マ
ヘ
リ
」
の
類
を
用
い
な
い
こ
と
に
は
意
味
が
あ
る
の
で

は
な
い
か
。

　
書
簡
の
形
で
質
疑
が
行
わ
れ
た
の
で
な
け
れ
ば
、
実
際
の
対
面
し
か
可
能
性
は
な
い
こ
と
に
な
る
。
可
能
性
が
あ
る
の
は
、
い
わ
ゆ
る

松
坂
の
一
夜
で
あ
る
。
岩
田
隆
が
「
『
古
事
記
』
が
話
題
と
な
っ
た
こ
と
だ
け
は
確
か
だ
と
思
う
」
と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
『
古
事
記
』

が
話
題
の
一
つ
で
あ
っ
た
。
具
体
的
に
は
『
古
事
記
』
冒
頭
の
「
天
地
」
の
訓
、
大
国
主
神
の
条
に
登
場
す
る
「
山
田
之
三
富
騰
」
、
『
万

葉
集
』
に
つ
い
て
も
「
義
之
」
「
大
王
」
の
訓
に
関
わ
る
遣
り
取
り
が
あ
っ
た
と
私
は
推
測
す
る
。
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本
稿
は
、
第
二
十
四
回
鈴
屋
学
会
大
会
（
平
成
十
九
年
四
月
二
十
二
日
　
本
居
宣
長
記
念
館
）
に
お
け
る
口
頭
発
表
「
『
万
葉
集
磨
砂
』

い
て
再
び
1
尾
上
本
『
万
葉
集
問
目
』
を
論
じ
て
松
坂
の
一
夜
に
及
ぶ
一
」
を
も
と
に
し
て
い
る
。

に
つ

千葉真也

2丁注（
3
）

「『

恬
t
集
問
目
』
に
関
す
る
問
題
二
つ
」
牛
屋
学
会
帯
広
十
七
号
　
平
成
十
二
年
十
二
月

藍
屋
学
会
王
子
二
十
三
号
（
平
成
十
八
年
十
二
月
）
七
頁
か
ら
九
頁
、
ま
た
『
宣
長
学
論
究
』

頁
か
ら
九
五
頁

尾
上
本
が
再
問
と
さ
れ
て
き
た
の
は
、
尾
上
本
の
冒
頭
に
理
由
が
あ
る
。

（
お
う
ふ
う
　
平
成
二
十
年
三
月
）
九
三

　
　
五
　
六
　
七
マ
テ

　
　
　
　
再
問

万
葉
巻
一
雄
略
天
皇
大
御
寄
ハ
…

○
中
皇
命
…

○
弟
日
娘
…

○
第
二
巻

朝
嘆
君
…

　
　
　
巻
五

於
伎
蘇
乃
可
是

○
或
人
、
日
月
ハ

　
　
巻
六

こ
れ
を
見
れ
ば
、
巻
五
か
ら
巻
七
ま
で
の
難
問
で
あ
る
と
判
断
す
る
の
が
自
然
で
あ
る
。
し
か
し
、
「
五
　
六
　
七
マ
テ
」
と
「
再
問
」

で
改
行
が
あ
る
。
そ
し
て
、
「
再
問
」
と
「
巻
五
」
と
の
間
に
、
巻
一
巻
頭
の
雄
略
天
皇
御
製
、
中
受
命
（
巻
一
　
三
）
、
弟
日
娘
（
巻
一

一
七
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六
五
）
、
朝
蓋
置
（
巻
二
　
一
五
〇
）
と
、
巻
一
と
巻
二
に
つ
い
て
、
『
繋
目
』
一
を
承
け
た
質
問
が
並
ぶ
。
ま
さ
に
「
再
問
」
で
あ

る
。
一
例
を
示
す
。

【
宣
長
】
平
日
娘
ヲ
、
兄
劉
ト
ノ
タ
マ
ハ
ス
ル
ハ
、
顕
宗
紀
二
、
弟
日
直
ト
云
コ
ト
ア
ル
、
是
レ
証
ニ
ヤ
、
俗
二
、
オ
ト
ト
ヒ
ト
云

ト
同
意
力
【
真
淵
】
示
の
如
し
（
三
〇
〇
頁
　
尾
上
本
）

↓
【
宣
長
】
弟
日
娘
ト
ハ
、
イ
カ
ナ
ル
コ
ト
ニ
ヤ
【
真
淵
】
調
剤
刑
の
女
な
り
（
一
五
【
頁
『
問
目
』
一
）

尾
上
本
の
「
弟
日
娘
ヲ
、
兄
妻
女
ト
ノ
タ
マ
ハ
ス
ル
」
は
『
問
目
』
一
の
真
淵
の
答
「
兄
弟
の
女
な
り
」
を
指
し
て
い
る
。

尾
上
本
の
冒
頭
の
墨
書
は
「
巻
五
・
六
・
七
ま
で
の
質
問
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
が
、
「
空
幕
」
は
、
先
だ
っ
て
行
わ
れ
た
巻
一
か
ら
四

ま
で
の
質
疑
応
答
に
関
わ
る
「
再
問
」
と
理
解
す
べ
き
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
「
再
問
」
は
尾
上
本
の
全
体
に
で
は
な
く
、
巻
五
に
つ
い

て
の
質
問
の
前
、
雄
略
天
皇
の
大
御
寄
以
下
の
部
分
の
み
に
関
わ
る
と
理
解
す
べ
き
で
あ
る
。

『
本
居
宣
長
全
集
』
も
『
賀
茂
真
淵
全
集
』
も
、
「
五
　
六
　
七
マ
テ
」
と
「
再
問
」
の
問
の
改
行
を
再
現
せ
ず
「
五
　
六
　
七
マ
テ
再

問
」
の
よ
う
に
翻
刻
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
『
本
居
宣
長
全
集
』
は
、
「
再
問
四
冊
は
、
そ
の
成
立
の
年
次
に
よ
ら
ず
、
『
万
葉
集
』
の
巻

次
に
従
っ
て
初
回
の
『
問
目
』
の
間
に
排
列
し
た
」
と
凡
例
（
『
本
居
宣
長
全
集
』
第
六
巻
四
六
頁
）
に
あ
る
よ
う
な
処
理
を
し
て
い

る
。
尾
上
本
を
「
再
問
の
第
二
冊
」
と
す
る
こ
の
全
集
の
立
場
か
ら
は
、
「
再
問
四
冊
」
で
は
な
く
「
扁
平
五
冊
」
と
あ
る
べ
き
と
こ
ろ

だ
が
、
『
際
目
』
全
体
を
『
万
葉
集
』
の
巻
次
順
に
再
編
し
て
、
そ
れ
に
従
っ
て
番
号
を
付
与
す
る
処
理
を
し
た
結
果
、
『
縞
目
』
の
全
体

は
掴
み
に
く
く
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
仮
表
紙
に
記
さ
れ
た
番
号
に
従
っ
た
『
賀
茂
真
淵
全
集
』
と
は
番
号
の
食
い
違
い
が
生
じ
て
い

る
。
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